
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 梅雨の時期になれば、アジサイが話題となります。本校に 

はアジサイは多くありません。というか、体育館前に１株、 

校門付近に１株あるだけです。子どもたちに、アジサイがど 

こにあるかを尋ねたところ、この２カ所を答えたのは、ほん 

の１人か２人でした。もっと植物や自然に目を向けてほしい 

ものです。 

さて、そのアジサイですが、うまい具合に種類が違います。 

体育館前にあるのは丸いアジサイで、校門付近にあるのはガ 

クアジサイです。調べてみると、ガクアジサイが日本原産で、 

よく見る丸いのは、品種改良されたものだとか。薄紫色の花 

びらは実は花びらではなく萼で、本当の花は青い小さなもの。 

また、ガクアジサイの「ガク」は萼ではなく「額」というの 

も、おもしろい話です。 

 朝、校門付近で子どもたちを出迎えていますが、残念ながらアジサイの花を見ようとしている子

どもはいません。そこで、子どもに「これがアジサイの花だよ」と声をかけて見せるようにしまし

た。「わ、ほんとだ」「かわいい花ですね」と言って喜んでいる子どもの顔を見て、少しは安心しま

した。もっともっと、季節を感じてほしいなあ。 
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